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（ 続紙 １ ）                             
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論文題目 
Theoretical Prediction of Changes in Protein Structural Stability upon Cosolvent or Salt 















 第 2 章では，溶媒の並進配置エントロピーに特化した解析により，「1 価アルコールの添加
は蛋白質の熱変性温度 Tmを低下させ，アルコール分子中の疎水基部位が大きいほど低下の程





るが，この不一致の問題に関しては第 3 章で再検討して解決している。 
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